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施工説明書 


2009.1 


TOTO 

洗面所暖房機 

TYR 330型 


製品の機能び十分に発揮されるよ5に、この施工説明書の内容に沿って正し<取日付けて<ださい。 
取り付けをは、お客様にご使用方法を十分にご説明<ださい。 


圓安全上の注意 


(安全のために必ずお守りくださし、） 


取り付け前に、この r 安全上の注意」をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。 


•この説明書では製品を安全に正しく取り付けていた 
ださ、お客様や他の人々への危害や財産への損害を 
未然に防止するために、いろいろな表示をしていま 
す。その表示と意昧は次のよラになっています。 


•お守りいただく内容の種類を、次の絵 
表示で区分し、説明しています。 


f 表示 

M 1¢ 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱 
いをすると、人が死 t または重傷を 
負ラ可能性が想定される内容を示し 
ています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱い 
をすると、人が傷害を負ラ可能性が想 
定される内容および物的損害のみの発 
生が想定される内容を示しています 。 J 
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分解禁止 
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回転物禁止 
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おず実行 
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アース線を必ず接続せよ 
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発义ま意 
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感電ま意 
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ファンゃヒーターに触ったり、物を差し込まない 

感電、けが、やけどのおそれがあります。 


ミ谷室など湿気のをいところには設置しない 

漏電し、製品が故障ずるおそれがあります。 


絶対に分解したり、修理、改造は行わない 

义災、感電の原因になりまず。 
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接続が不適切な場台は、漏電、感電、発熱および発乂 • 
义災になるおそれびあります。 


《工事における注意項目》 

‘電気工事は電気設備技術基準や内線規定に基づさ、電気工事±の免許を持ったちが行ラ。 

•電源ケーブルは 02 mm の単線 （ VVF ケーブル）を使用し、確実に接続する。より線は使巧しない。 
•電源ケーブルをまねたまま配線しない。 

•压着端子の接続には、それぞれの端子に合った、 J にに定められた専用圧着工具を使用する。 

-電源ケーブルは確実に接続、固定する。また差し込み不足に注意する。 

•改造は絶対にしない。 


《設計•設置上の確認項目》 

•分電盤に漏電遮断器を設ける。 •機器容量にあった専用ブレーカーを取り付ける。 

• 電力会社との契約電気容量が不足している場合は、追加工事を行ラ。 


《工事前の確認項目》 

•電気工事は必ず分電盤の洗面所暖房機用ブレーカーを切って行ラ。 

•電源電圧を間違えないよラに注意する。 •電源ケーブルを束ねたまま配線しない。 

• 電源ケーブルなど、機器の配線は、発熱する器具（ダウンライトや洗面所暖房機）から離して設置する。 
•メタルラス張り、ワイヤラス張り、金属張りの木造建築に金属ダクトが貫通する場 S ま、電気的に接自ち 
しないように取り付ける。 

•屋内配線は 02 mm の単線 （ VVF ケースレ）を使用し、確実に接続する。より線は使用しない。 

接続び不十分だと义災のおそれがあります。 


指定する電源 ( AC 1 00 V )似外では使用しない 

火が•感電の原因になります。 


アース （□種接地）工事びされていることを確認する 

アースエ事がされていないと故障や漏電のとさ、感電する原因となります。 
アースエ事はおおくの工事店にご依頼してください。 
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f A ま意 ll 

0 

本体仮止め機構は一時的な固定なので、仮止めのまま放置しない 

本体落下による傷害のおそれがあります。 

A 

運転中、ファンや吹出□に触れたり、物を差し込まない 

回輯による傷害のおそれがありまず。 

0 

^— 

1 

機器の取り付けは、確実に行う製品重量【約已 .3 k 旨】に耐えるよう 
施工方法に従って取り付ける 

本体落下による傷害のおそれがありまず。 ) 



^♦平成14年消防庁告示第1号の基準について 

洗面所暖房機の取り付けには、防災上の規制がある地域がありますので、 
不明な点は所轄の消防署など行政官庁にあらかじめご相談ください。 

(本機器は、社団法人曰本電機工業会で定める「組み込み形などのお室用 
巧類乾燥機の自主試験基準」に準じた試験を実施しています） 

-温風の出□および空気吹込□の lOcmli (内に巧類を含め、一切のしゃ 
^へい物がないこと_ _ _ 



はじめに 


このたびは、 TOTO 洗面所暖房機 TYR 330型をおボめいただき、誠にあ 
りがとラございました。 

取り付けの際は、製品の機能が十分発揮されるよラに、この説明書におつ 
て正しく取り付けてください。 

■製品にはお客様用として、取扱説明書が同捆されています。工事完了後 
は必ずお客様へお渡し < ださい。 

■取扱説明書に付属の保証書には、店名およびお取付曰を必ず記入して< 
ださい。 


励 各部のち祿と部品の確認 


で囲った部品の有無を確認してください。 






























































































































































本体左端から 310 > 
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!<1本体中央 









A 警告 


V 


施工中は、電源（ブレーカー)を切る 

感電するおそれびあります。 


n 施工前の確認 

(1) 壁面に本体取り付け可能な平たん部があること。また、施工やメンテナンスを 
妨げる障害物びないこと。製品の側面と壁との距離を已 OmmL ソ上あけること。 



(2) LU 下のような場合には、現場手配にて別途工事が必要になります。 

①中空構造の壁や板厚び薄い壁、±壁などで本体の質量【約己. 3 kg 】 をま持でをない場合 
^壁の補強エ事がお要です。 

③分電盤に100 V 、 20 A の空きブレーカーがない場合 
ーエンク□ブレーカー(単体露出工事用ルブレーカー)などの設置が必要です。 

③ブレーカー容量(契約電流)び足りない場合 
^巧轄の電力会社へ連絡し、契約電流の変更び必要です。 


圓かぉ寸法図 
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電源ケーブル通し巧(露出時） 
(ノックアウト） 


リモコンコード接続部 


電源ケーブル通し穴(埋込時） 
(ノックアウト） 





n 施工前の確認(つづを） 


(3) 電源ケープルおよび U モコンコードの壁裏配線について 

①電源ケーブルを壁裏(天井裏)配線できない場合 

一露出配線での施工となります。（本体ち上の電源ケーブル通し巧ノックアウト 
を開□して < ださい） 

「^露出配線する場合」に従って施工してください。 

③リモコンコードを壁裏配線でさない場合 

一別売品の露出用リモコンアダプター ( TYR 已2已型）び必要です。 

露出配線の場合」に従って施工してください。 

<参考>お室の点検□か5の作業びでさない場合などで、電源ケーブルおよび U モコ 
ンコードを壁裏(天井裏)配線したい場合は、洗面所の天井に点検口を設置 
することをおすすめします。 


固位置巧め 


(1) 取り付け位置を巧めます。 

①「田施工前の確認」を参照し、 
取り付け位置を巧めます。 

③取付位置に自由度がある場合は、 
ち図の位置で、本体をちの少な 
くとち一方の取付穴び間柱の位 
置となることをおすすめします。 


(2) 据付金具の固定ねじ位置をけがきます。 

/////A 


平たん部49日 mm し U 上 



(単位 mm ) 



函 


互仮固定とけがを 


(1) 据付金具を同捆のタツピンねじ （04 X 3 已2本）で取り付けます。 
①できるだけ間柱に固定し、でさない場 
合は同個のアンカーなどを使って固定 


アンカー 



(3) 水準器を当て水平レベルを ffi 認しなび5 
本体の固定ねじ位置をけびきます。 

《本体を据付金具に引っ掛けると本体び 
傾さますので必ず水平レべ j レを ffi 認し 
て < ださい。 



上図円内の取付穴か5左ち2力巧、合計4力巧 LU 上で 
固定してください。 


裏面へつづ< 
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本体の取り付け 
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E ! 本体の取り付け 


ai 壁埋め込み配線の場合（つづを) 


本体に水準器を当て水平レベルを確認しなが5同捆のタッピンねじ （04 x 3 己)で固定 
します。 

①本体をちの少なくとも一ちの取付穴 (2 力所 LU 上)を間柱に固定し、間柱に固定でさ 
ない場合は同個のアンカーなどを使って固定してください。 

壁が石こラボードの場合、ボードアンカーは必ず金属製のカサ式（巿販品）のちので 
壁の厚さに適したちのをご使用ください。 

③同個のアンカーの下巧は 06 mm です。 


^- 

A 注意 

VV _ 

本体仮止めは一時的な固定なので、仮止めのまま設置しない 
機器の取り付けは確実に行ラ 

本体落下による傷害のおそれがあります。 1 



3リモコンとリモコンコードの取り付け 


■ - 化の巧[4 - 

リモコンコードを壁裏配線できない場合 
は別売品(露出用リモコンアダプター: 
TYR 已26型)が必要でず。 



リモコンコードの長さは 3 m でず。 
リモコンコードが届く範囲にリモコン 
を取り付けてください。 


⑥リモコンケースの上下を取りがします。 

⑧ U モコンケ ース 下のコネクターに U モコ 
ンコードを接続し、 U モコンに付属のク 
ランプで U モコンコードを固定します。 


⑦ IJ モコンケース下を付属の取付ねじ 
(¢4.1 XI 巨2本）で壁に固定します。 

⑨リモコンケース上を r カチッ」と音がする 
まで巧し込んでリモコンケース下に取り 




已 -2 


露出配線の場合（露出用リモコンアダプタ-: TYR 526 型側売品佩必要です) 


ai 壁埋め込み配線の場合 

① U モコンコードおし巧位置の壁に01已 
mmU 上の巧を開けます。 

③リモコンを取り付ける壁に開口を行いま 
す。 

開口寸法… 74 x 4 已 
《1個用スイッチボックス （ J 旧 C 83 
40) ち利用でさます。 

ただし、スイッチボックスとリモコン 
ケースとの取付用ねじは現場手配して 
<ださい。 


③ U モコンコードを本体か5リモコン取り 
付け位置まで壁裏配線します。 

④ 中継リモコンコードにリモコンコードを 
コネクター接続し、本体のクランプで IJ 
モコンコードを固定します。 



①リモコンコード通し巧にリモコンコード 
を通し、本体ケース裏の溝に通します。 


② リモコンコードを本体か5 U モコン取り 
巧け位置まで配線します。 

③ 中継 U モコンコードにリモコンコードを 
コネクター接続し、本体のクランプで IJ 
モコンコードを固定します。 

④ 露出用リモコンアダプターの施工ち法は 
露出用 U モコンアダプター ( TYR 己2巨型) 
に同個の施工説明書に従って行って<だ 
さい。 






参 IJ モコン裏に付いている 
ねじに本）は外さないで 
<ださい。 

参スイッチボックスに取り付 
ける場合は、ねじを締めす 
ぎないよ5にして<ださい。 
下ケースが変おして上ケー 
スがラ まく 入 S なくなる 
おそれがあ0まず。 


スイッチボックス< 
取り付け時使用 





この部分のねじ （2 本） 
は列さないでください。 


日電気工事 
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A 警告 
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接続び不適切な場台は、漏電、感電、発熱および発乂 • 
义災になるおそれびあります。 


《工事におけるま意項目》 

‘電気工事は電気設備技術基準や内線規定に基づ走、電気工事±の免許を持ったちが行ラ。 

•電源ケーブルは 02mm の単線 (VVF ケースレ）を使用し、確実に接続する。より線は使用しない。 
•電源ケーブルを束ねたまま配線しない。 

‘圧着端子の接続には、それぞれの端子に合った、 J 旧に定め5れた専用圧着工具を使用ずる。 

‘電源ケーブルは確実に接続、固定ずる。また差し込み不足に注意する。 

•改造は絶対にしない。 


《設計•設置上の確認項目》 

•分電盤に漏電遮断器を設ける。 •機器容量にあった専用ブレーカーを取り付ける。 

‘電力会れとの契約電気容量が不足している場合は、追加工事を行ラ。 


《工事前の確認項目》 

•電気工事は必ず分電盤①洗面所暖房機用ブレーカーを切って行ラ。 

•電源電圧を間違えないよラに注意する。 •電源ケーブルを束ねたまま配線しない。 

-電源ケーブルなど、機器の配線は、発熱する器具(ダウンライトや洗面刷裏房機)から離して設置する。 
•メタルラス張り、ワイヤラス張り、金属張りの木造建築に金属ダクトが貢通する場 S ま、電気的に 
接触しないように取り付ける。 

•屋内配線は 02mm の単線 （VVF ケーブル）を使用し、確実に接続する。より線は使用しない。 
接続び不十分だと火災のおそれびあります。 


指定する電源 (AC1 00V)似外では使用しない 

火災•感電の原因になります。 


アース （□種接地）工事びされていることを確認する 

アースエ事がされていと故障や漏電のと寺、感電する原因となります。 
アースエ事はおおくの工事店にご依頼ください。 
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回電気工事（つづを) 


. - 1 け H 巧 g - S 

現場の状況に応じて電源ケーブル 
を<壁埋め込み配線>にずるか<露 

出配線 > にずるかミ夫めまず。 
v _ J 



巨-1 


壁埋め込み配線する場合 

①電源ケーブル取出口 (埋め込み時)のノック 
アウトを開□し、壁に巧を開けます。 



③電源端モ台カノ（一を夕+します。 


ねじに力巧) 


③1 oov 電源ケーブル.アースコード（現場 
手配）を壁埋め込み配線し、電源端子台に 
接続します。 電源端子台カバー 

《電源電圧を必ず確認してください。 
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■動作確認 
(1) ドライヤー 

① 「ドライヤー」ボタンを巧して本体の吹出口 
か5温風び出ていることを確認してください。 

② 「止」ボタンを巧して停止を確認してください。 

に）暖 房 

①「暖房」ボタンを巧して本体の吹出□か6温 
風が出ていることを確認してください。 

③ 「止」ボタンを巧して停止を確認してください。 

(3) 涼 風 

①「涼風」ボタンを巧して本体の吹出□か6風 
び出ていることを巧認してください。 

③「止」ボタンを巧して停止を確認してください。 

ドライヤー-暖房-涼風 

♦暖房やドライヤー運転のボタンを巧した直後はすぐには温風は出ません。 

徐々に温度が上がっていをます。 

♦運転停止後は機器の保護のため約20砂間運転び継続する場合びあります。 
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■工事店様へ 

施工をは、同個の r 取扱説明書(な証書付)」をお客様にお渡しし、器具の使いかたに 
ついて説明してください。 

取扱説明書に付属のな証書には、店名およびお取付曰を必ず記入してください。 

Q 修埋を巧賴をれるとをは 

^TOTO メンテナンス(巧)修巧ま付センターへご連緒ください。 

TEL ^0120-101 〇—〇已 
FAX 画 0120-101 0-02 

受 付（年中無休） 

受付時間：関ま-甲信越地区8 : 00-20 : 00 
:上記 L ソ外の地区 9 : 00〜20 : 00 
訪問修理（年中無休：一部地域を除 <) 

営業時間： 9 : 00~18 : 00 


※同個の取扱説明書は、必ずお客様にお渡しください。 


再生紙を使用しています。 


9 ,_ 

^壁埋め込み配線する場合(つづき） 


^ 電源端子台への接続について> 


♦各々のむ線が真つすぐ1已 mm 出ている状態に加工の上で、端子巧に 
む線を"グッ"と奥まで確実に差し込んでください。 



確実に差し込ん 
で < ださい。 



接続後、電源ケーブルのむ線び左図 
のように、差し込まれていることを 
再度、目視で確認してください。 


>電源ケープルのむ線2本び端テ台の手前♦端テ台の近<で大さ<曲げると先端び 
で巧一になるよラに加工してください。十分に差し込まれない場合びあります。 


端面を揃える 



♦端モ台にむ線を奥まで真つすぐ挿入 
してください。 



巧端は絶対に 
曲げない 


♦電線をがすときはここを電エドライバー 
で強く 巧して ください。 




④電源ケープル、アースコードを 

クランプで固定します。 ^ 

外した 
電源端モ台カバー 

⑥電源端モ台力 J (-を取り付ける。 

ねじ- 

電源端子台カバー 

⑧フィルターとグ U ルキヤッブを 
取りがします。 

※グリルキヤップを取りがす場 
合は、へこみ部に指をかけて、 
矢印のち向に引っ張ってくだ 
さい。 


電源端子台 


クランプ 




グ U ルキャップ 

心 


壁埋め込み配線する場合(つづき） 

⑦ 本体ケースとグ U ルの上端面を合 グリル 
わせグ U ルを取り付けます。 

(矢印方向） 


⑨グ U ルをねじで固定します。 （3 力巧） 


へこみ部 



上端面を合わせる 
，本体ケース 


グリルと本体ケー 
スびはまつている 
ことを確認 


電線類をかみ込まないよラを意してく 
ださい。異音や振動や故障の原因とな 
ります。_ 

⑨フィルターとグ U ルキャップを取 
り付けます。 




グリル争。/屋 B 

キヤみ お 


このねじはフィル 
ターのをろにな0 
ます。 


突起部を差し込む m 部に本)を差し込む 

フイルターを確実に取り付けてくださし、。 
内部にほこりなどが入0、故障ずるおそれ 
があります。 


グ IJ ル上部の 
弓瞄け部に力所） 

⑩表面バネルを取り付けます。 

•上部引掛け部に力所）表面バネル下部の引掛け部 
を差し込む。 の力所） 


I 下部引掛け部 （2 力所） 
をはめる。 


⑩電源ブレーカーを入れます。 



グ IJ ル 
キャップ 
フイルター 


表面パネルの 
掛け部に力所) 




因 d 



グリル下部の引掛け部 
に力所） 


- • 

臣 r 


戀 


露出配線ずる場合 

① 本体上部の電源ケーブル取出口（露出時） 
ゴムプッシュを取り外し、10 0 V 電源ケー 
ブル、アースコード（現場手配）を配線して 
<ださい。 

② 電源端子台への接続は、壁裏配線の場合 
同様、確実に行ってください。 

③ 電源ケーブル、アースコードをクランプで 
固定しまず。 

④ 壁埋め込み配線する場合の④〜⑩と同様 
に施工してください。 


〇|試運拓 


電源ケーブル取出□(露出時） 



0試運拓時のチェックポイン 

試運輯時に不具合び生じた5チェックポイントを再確認してください。 


動作不具合の内容 

チェックポイント 

動作しない 

電源は正しく接続されていますか？ 

電源は ON になっていますか？ 

一電源を正しく接続し、電源を ON にしてください。 

異甫音、振動びある 

本体び確実に壁に取り付いていますか？ 
^確実に固定してください。 

フアンに段ボールなどび詰まっていませんか？ 

一詰まっていた5取り除いてください。 

グリルび電線をかみ込んで浮いていませんか？ 

内部の電線がグリルに当た6ないよラ整線し直してくだ 
さい。 


試運転(設定変更)のあとは 


I 图國圖 E 


な巧 卸西强班 
























































































































































































